
　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年度例会

　　　　　　　　　　　　　　　　例会には第1部と第2部とがあります．

第1部　→股研究発衰
　第2部と同じ日に行なわれます．希望・者は講演題目，要旨，所要時間を学会所定の講演申込用紙に記入して

　　　東京都杉並区馬橋気象研究所今井一郎あて申し込むこと．
第2部　選定題目講演会
　つぎの日程に従って行なわれます．講演申込と詳細の照会はそれぞれの受持委員にして下さい．
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7月の例会
　　　水気象（：水気象）

　主題：水気象（水収支）

　会期：昭和38年7月11日（木）

　会場：予報部会議室

第2部講演題目（主題関係）

1．正務章，久保青鳥（東京管区）：降雨と直接流出と

　　の関係の客観的解析（20分）

2．石原健二（気象庁）：積雪水量の計算法（25分）

　シソポジウム：水収支に関するシソポジウム

　話題提供者：未定

　司会・者：未定

高層気象
会　　期：7月11日（木）

会場：気象庁第r会議室
講演題目：高層気象シンポジウム

申込先：気象庁高層課　関口理郎
〆切期日：7月9日

9月例会の研究発表募集

主　　題：生気候「ゼン息と気象との関連」

会期：9月28日
会場：東大医学部中央館
申込先：東京都杉並区馬橋気象研究所神山恵三
〆切其月日：　7月20日

日本気象学会創立入十周年記念号

　　　　　いよいよ発売
　　特集日本の天気（各地の天気）

　　　　　　　　　　目　　次
北海道太平洋岸の霧……………・…・…・……………・・…・…唐津

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤
東北地方の夏季の低温………………・・一…………………和田

北陸不連続線による豪雪にっいて・・………・…一・……一川本

関東の雷雨………………………・…・……・………・………・・畠山

関東地方の北東気流………・………・・…………………………

局地風（山越え気流）……………・…f…・…………・・・………

九州付近における不安定線…………・……・・…・・……………・

　　　　　希望者は至急申し込み下さい．
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